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１．事業の背景と目的 
松江市の人口は、平成 17 年の国勢調査では、196,603 人で、前回からの 5 年間で 2,686 
人（1.3%）減少している。平成 21年 6月 1日現在 194,413人であり、さらに 2,190人（1.1%）
減少している。松江市の総合計画では、重点プロジェクトとして、28年度に 200,000人を
目指す「定住促進」が掲げられているものの、人口の減少に歯止めがかかっていない。 
また、市内には、推定 4,700 軒の空き家があるといわれており、かつては人口が密集し
ていた中心市街地にも、空き家と、家を取り壊した後の空き地や駐車場も増大している。

これらは、所有者個人の問題ではなく、地域の安全・地域コミュニティの面からもマイナ

スの影響がある。 
当 NPO法人は、地域活動・公民館活動を通じて、空き家が増えている現状を日々実感し
ているメンバーが、地域の衰退に危機感を持って設立したものであり、昨年度、松江市城

北地区の空き家の所有者 100 人に、利用意向調査を実施した結果、約 3 割が、家屋の状態
も良く、賃貸利用希望であることを確認し、その対策に乗り出している。 
一方、県外在住の松江出身者には望郷の念も強く、リタイアした団塊の世代以上の年代

では、時間的な余裕もあり、故郷にゆっくり滞在し生活したいというニーズもある。しか

し、Uターンや自ら住まいを借りての二地域居住はハードルが高い。 
 このような、両サイドのニーズをマッチングする仕組みを作ることが、現在もっとも求

められている定住促進策であると考えている。 
本事業では、地域の空き家の現状と都市部生活者のふるさと暮らしの意向を把握すると

ともに、空き家を借り上げて体験ツアー（ふるさと暮らし体験）・交流サロンを実施し、空

き家の活用と情報発信、運営、サポート体制のノウハウを蓄積する。また、フォーラムを

開催して地域への啓発活動を行い、地域ぐるみでの空き家対策、定住促進を図ることを目

的とする。 
 
２．事業概要 
①空き家調査 
空き家の所在地・家屋の状態・賃貸利用意向・ハウス管理のニーズ等。 
②ふるさと暮らしニーズ調査 
松江出身者を対象にした、松江での滞在(長期、短期）・定住意向調査 
③空き家を活用した松江 ゆったり滞在・ふるさと暮らし体験ツアー 
空き家を借り上げ、都市部在住者にふるさと暮らしを体験してもらう 
④空き家活用した交流サロン 
借り上げる家屋で、体験ツアーのない日に、交流サロンを実施し、地域のコミュニティ拠

点としても有効に活用できることを実証。 
⑤松江 ゆったり滞在・ふるさと暮らしフォーラム 
本事業の活動報告と地域住民への啓発活動 
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■事業のスキーム 

 
 
 
 
３．実施結果 

３-１．空き家調査 
①調査概要 

平成２１年度に実施した空き家調査に関する概要は下記の通り。 

調査対象地区：城北地区（43件）／八束町（92件）1／美保関町（24件） 

調査実施件数：159件 

 うち、直ちに使えると思われる物件数2：51件 

調査実施時期：平成 21年 7月～平成 22年 2月 

                                                   
 
1 八束町の物件には、空室が目立つ雇用促進住宅 2棟（28件）も対象に含まれている。 
2 後述する「Sランク」に当たる物件数。 



4 

    
■調査方法 
 当法人スタッフの 2人 1組を基本として、そこに各町
内会長が可能な場合、同行する形で調査活動を実施した。

家屋調査は上記で得られた情報をもとに、空き家の所在

地、おおまかな管理状況（庭木等の手入れ、屋根・外壁

等破損状況など）、駐車場有無などについて確認作業を

進めた。調査員は「空き家調査票」および「空き家外観

調査票」により、各物件を調査した。 

 

調査項目は下表のとおり。 

表３－１ 空き家に関する調査項目一覧 

調査項目 内容 

空
き
家
全
体 

空き家の所在地 地番等 

空き家の位置図 図示 

空き家の所有者に関すること 持ち主氏名／連絡先／所有者居住地／不動産管理会社 

空き家の状況に関すること 構造／階数／駐車場／下水道 

空き家に関する情報 貸す意思 

空き家の管理 ハウス管理 

外
観 

家屋の状況 外壁・屋根瓦等／電線の引込／窓ガラス等 

その他 庭木の手入れ状況／家屋写真等 

 
なお、具体の調査活動に入る前には、各地区の町内会長等に趣旨説明する機会をつくり、

地域と連携した体制で作業を進めた。 
上表の外観などの調査結果を得点化し、簡易的に物件を S・A・B・Cランクの 4段階に
分類した。家屋の状況、庭木等の手入状況を概観し、おおよその点数化をし、ランク付け

をしたもので、具体的には下図の調査票を使って実施した。なお、空き家点検の際には、

各町内会長に同行していただいているため、家屋の管理状況や、空き家化した時期などを

ひとつずつ確認しているため、調査結果は一定の水準で信頼できると考えている。 
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図３－２ 空き家外観調査票様式 
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②調査結果 
■調査対象 
 本事業における調査対象地区は、島根県松江市の城北地区、八束町および美保関町とし

た。 

 

図３－１ 調査対象地 位置図 

 
対象とした家屋は、現在、人が定常的に住んでいない家屋を各地区の町内会長を通じて

リストアップしてもらった。また、いくつかはクチコミで情報が入ってきた物件もあり、

それらについては適宜調査を実施した。 
 

城北地区 八束町 

美保関町 

中
宍道

▲広域図 
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■調査結果 
平成 22年 3月 19日現在で空き家と判明した家屋は 159件だった。空き家の分布状況は

Google マップで整理している。図中の家の形のマークがランク S、押しピン形状が A、ピ
ンの中に点があるものが B、何もないピンが Cを示している。 

 
図３－２ 空き家分布図（全体） 

 

 
図３－３ 空き家分布図（城北地区） 
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図３－４ 空き家分布図（八束町） 

 

 
図３－５ 空き家分布図（美保関町） 

 

家の形のピンは状態が良好な物件を示し、通常のピンは利活用には相当に修繕が必要そ

うであることを示している3。 

 

                                                   
 
3 実際には地番等まで把握した詳細な地図として整理しているが、個人情報等の観点から詳細表示は控えた。 
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 地区別に総世帯数、空き家数ならびに空き家率を整理したものが下表である。 

 

表３－２ 地区別 空き家数／総世帯数 空き家率一覧表 

地区 総世帯数 空き家数 空き家率（％） 

松江市八束町    

波入 ４１８ １１ ２．６ 

入江 ３０９ １７ ５．５ 

二子 ２０１ ７ ３．５ 

寺津 ７２ ４ ５．６ 

亀尻 ５７ ７ １２．３ 

馬渡 ８４ ４ ４．８ 

遅江 ２０１ ８ ４．０ 

江島 ２５０ ６ ２．４ 

サンコーポラス※

１ 

６０ ２８ ４６．７ 

小 計 １，６５２ ９２ ５．６ 

松江市美保関町    

美保関 ２２１ ２２ １０．０ 

森山 ― ２ ― 

小 計  ２４  

松江市城北地区※

２ 

１，３５３ ４３ ３．２ 

合 計  １５９  

※１ 雇用促進住宅 

※２ 城北地区の町丁別内訳は不明 

 

 

 

 

 

調査風景 
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 地区別に見ると郊外である八束町、美保関町で空き家率が高くなる傾向にあることがわ

かる。 

 

表３－３ 地区別・ランク別 空き家状況一覧表 

地区名 Sランク Aランク Bランク Cランク 備 考 

城北地区 ２ １０ ２２ ９  

八束町 ３８ ２９ １６ ９ 
Sには雇用促進住

宅（28）が含まれる 

美保関町 １１ ６ ７ ０  

合計 ５１ ４５ ４５ １８  

 

これらのうち、松江暮らし体験の拠点として、すぐにでも使えると外観から判断できる

物件は 51件（32.1％）で、所有者の了解も得られたものは 3件（1.9％）だった。 
地区別に見ていくと、城北地区では Bランクが比較的多いが、
八束町や美保関町では Sや Aが多いという結果になった。こ
の判断基準はきわめて簡単かつ素人的な視点からのものでは

あるが、S を「すぐに使える物件」、A を「修繕は必要だが使
える物件」、B を「修繕に莫大な費用がかかる」、C を「使え
ない」というイメージで整理している。 
 素人的な視点ではあるが、家屋に対しておおまかにランク

付けができる点については、空き家の活用という現実的課題

に直面している現場において候補としての物件のピックアッ

プが迅速化できるメリットがある。 
 こうした空き家情報は下のような HP 上で情報を常に発信
し、利用を募集している。実際に HP 閲覧をきっかけとした問い合わせ、体験申し込みも
あった。 
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図３－６ ASS 松江のホームページ（トップページ） 

 
 
 
 
３-２．ふるさと暮らしニーズ調査 
①調査概要 
平成 21年度に実施した松江出身者へのアンケート調査に関する概要は下記のとおり。 
調査対象者 ：各松江出身者会、島根県人会、双松会（松江北高等学校卒業生会）、工

窓会（松江工業高等学校卒業生会） 
回収数／配布数 ：137件／400件 （回収率：34.3％） 
結果概要 ：盆・正月、冠婚葬祭などで帰松。空き家を使った短期滞在等へのニー

ズは高く、6割が関心ありと回答。その他、出身者として欲しい情報や
サービスについても把握することができた。 
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■アンケート調査票
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②調査結果 
■調査対象 
調査の対象は、在広島根県人会、広島工窓会、関西松江会、東京双松会である。対象と

なる組織の事務局を中心に事前に趣旨・目的等を説明し、理解を得た上で調査を実施した。 
 
■調査方法 
上記対象に郵送法で実施した。発送数は 400件に対し、回収数は 137件（回収率：34.3％）
だった。 
 
■調査結果 
（１）回答者属性 

回答者のおよそ 80％は男性だった。また年齢層では 60代（35.0％）、70代（30.7％）の
割合が高くなっていた。 
このことから、当法人が主要なターゲットとしている団塊の世代の関心の高さがうかが

える。また、これまで現場の第一線で活躍してきた男性が定年を迎えたことで、男性の関

心の高さがうかがえる。 

回答者の性別
未記入
1%

男性
79%

女性
20%

回答者の年齢

未記入
10%

70代以上
31%

60代
35%

40代以下
9%

50代
15%

 
 

（２）松江暮らしの経験 

松江暮らしのキャリアについての質問では、「10～20 年未満」が 52％でもっとも多く、
次いで「20年以上」が 21％だった。また、松江市に住んでいた時期に関する質問では「子
どもの頃」が 49％で最多、次いで「学生時代」が 36％だった。 
「10～20年未満」と回答した人の多くは、高校卒業まで松江で暮らし、その後進学・就
職等で松江を離れた方だと考えられる。「20年以上」と回答した人は進学等が地元の大学等
で、その後就職で松江を離れたと考えられる。いずれにしろ、7割以上の人は約 20年間、
松江での滞在経験があることになる。 
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松江市暮らしのキャリア

5～10年未満

10%

未記入

6%
5年未満
11%

20年以上
21%

10～20年未
満
52%

松江市に住んでいた時期

子供の頃
49%

学生時代
36%

未記入
4%

その他
7%

在勤中（家族
の仕事で）
4%

 
 

（３）来松機会について 

来松の頻度について聞いた質問では、「年 2回以上」が 45％でもっとも多く、次いで「年
1回」が 28％、「2年に 1回」が 11％と続いた。来松の機会に関する質問では「盆正月」（24％）
と「冠婚葬祭」（25％）および「同窓会」（27％）がほぼ同数で並んだ。 
「年 2回以上」と回答した人は「盆正月」など年中行事に加えて、「同窓会」や「冠婚葬
祭」で複数回来松している姿が見えてくる。 

松江を訪れる頻度
未記入

2%

年1回

28%

年2回以上

45%

2年に1回

11%

3年に1回

14%

松江を訪れる機会

未記入

1%

その他

14%

記念日

0%

冠婚葬祭

25%

盆正月

24%

同窓会

27%

祭りやイベン

ト

9%  
 

（４）来松時の宿泊・滞在について 

来松時の宿泊場所については、「ホテル、旅館」が 45.5％（70 人）でもっとも多い。次
いで「自宅（家族が住んでいる）」が 46 人で 29.9％、「親せき、知人の家」が 16.9％（26
人）だった。当地を訪れたときには家族や親せき、知人に気兼ねなく過ごせるホテル等に

宿泊している。 
滞在期間については「2～3 泊」と回答した人がもっとも多く 48％（64 人）、「1 泊」は

36％（49人）で、1泊～3泊程度の短期滞在が中心であることがわかる。 
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来松時の宿泊場所

未記入

1.9%

親戚、知人

の家

16.9%

ホテル、旅館

45.5%

自宅（家族が

住んでいる）

29.9% 自宅（家族が

住んでいな

い留守宅）

5.8%

滞在期間

未記入

2%

2～3泊

48%

1泊

36%

10日以上

2%

1週間程度

12%

 
 

（５）中期の滞在について 

１週間程度の中期間の滞在希望について聞いた質問に対しては「滞在したいができない」

と回答した人が 62.5％（85人）ともっとも多かった。「是非滞在したい」（12％）と「ゆっ
くり滞在したいとは思わない」（13％）はほぼ同数だった。 
また、滞在できない理由について聞いたところ、「時間的余裕がないから」が 52.4％（76
人）でもっとも多く、次いで「滞在費（宿泊費）がかかる」（15％）、「ゆっくり滞在できる
ところがないから」（10％）となった。そもそも時間的余裕がないことについては、当法人
では対応出来ないが滞在費の問題、滞在場所の問題は本事業で解決を試みている点であり、

良い課題を得たと言える。 

1週間程度の滞在希望

ゆっくり滞在
したいとは思
わない

13%

未記入
13%

是非滞在し
たい
12%

滞在したい
が出来ない
62%

できない理由

未記入

14%

ゆっくり滞在
できるところ
がないから
10%

滞在費（宿泊
費）がかかる
15%その他

8%

時間的余裕
がないから

53%

 
 

中期の滞在が可能な宿泊費について確認したところ、「1 泊 3,000 円未満」と回答した人
がもっとも多く 55％だった。次いで「1泊 5,000円未満」、「1泊 2,000円以下」と続いた。
上記の課題と合わせて、滞在費は安ければ安いほど良いという認識であることが明らかに

なった。 
さらに、当法人が構想し推進している取り組み（空き家を使ったふるさと暮らし体験ツ

アー等）への関心の度合いについても聞いた。その結果、「関心がある」と回答した人は半

数を超え、「とても関心がありぜひ参加したい」と回答した人も少数ではあるが確実にいた

ことは心強く、また取り組みの価値を再確認した。 
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中期の滞在が可能な宿泊費

その他会員

制度など
6.4%

1泊～3,000
円
55.1%

1泊2,000円
以下

14.1%

1泊～7,000
円
2.6%

1泊～5,000

円
21.8%

ASS松江の取り組みに対する関心

余り関心が
ない
40%

未記入
2%

とても関心あ
りぜひ参加し
たい

7%

関心がある
51%

 
 

（６）自己所有物件の現況について 

ふるさと暮らしニーズだけではなく、松江出身者が松江市内に保有する自己所有物件の

現況や管理状況についても確認をした。この結果は、今後当法人において、空き家の管理

や清掃事業なども視野に入れていることから、その基礎資料として活用したい。 
大半は物件を所有していないが、所有している人の半数以上は「自分が時々行って使っ

ている」状況である。また、求める管理サービスとしては「時々鍵を開けて風を通してほ

しい」が多かった。 

松江市内での物件所有

賃貸物件を
所有

2%

土地がある
7%

1戸立て住宅
がある
9%

集合住宅（マ

ンション）が
ある
1%

ない
78%

未記入
3%

自己所有物件の管理

有償で松江
市内近郊の
人に見ても
らっている
15%

自分が時々
行って使って

いる
55%

何もしていな
い

10%
無償で松江
市内近郊の
人に見ても
らっている

20%

 
ハウス管理への要望

必要に応じ
て掃除等をし

てほしい
14%

時々外から

様子を見て
ほしい
10%

時々鍵を開
けて風を通し
てほしい
33%

特に必要を
感じない
43%

 
 



18 

（７）松江出身者の関心・求める情報 

出身者として関心がある事柄について質問をしたところ、「松江の旬のなつかしの幸が食

べたい」（49.4％）がもっとも多く、次いで「松江の地域情報が知りたい」（24.7％）となっ
た。また「帰松ツアーを企画してほしい」という回答も 10％ほどあり、一定のニーズがあ
ることが明らかになった。 

松江出身者の皆さんが関心のあるもの

松江の旬のな
つかしの幸が
食べたい
49.4%

松江の地域情
報が知りたい
24.7%

帰松ﾂｱｰを企
画してほしい
9.6%

帰松滞在の間
の各種相談に
のってほしい
2.8%

未記入,
 13

松江で暮らし
たい（中期、長

期）
6.2%

 

 

さらに、松江に関する話題で関心のあるものについて聞いたところもっとも多かったの

は「行事・イベント」で 20％、「歴史・文化的話題」（16％）、「観光情報」（15％）が続い
た。その他にも「季節の話題」や「市内のお店の情報」、「お取り寄せ通販情報」、「地域の

人の話題」なども一定の割合で求められていることがわかった。 

松江に関する話題で関心のあるもの

歴史・文化的話

題

16%

観光情報

15%

行事・イベント

20%

市内のお店の

情報

7%

季節の話題

8%

地域の人の話

題

7%
お取り寄せ通販

情報

6%  
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３-３．体験ツアー（短期・中期滞在） 
①家屋の借り上げ 
本事業において、下記のような条件で、本事業に賛同する家主の家を、3軒借り上げ、松
江ゆったり滞在・ふるさと暮らし体験をしてもらった。 
一般的に賃貸住宅として提供するためには、家財道具等をすべて片付けなければならな

いが、それまで生活していた家財道具を全部処分ことが難しくて、そのまま放置してある

家も少なくない。こういった実情を踏まえて、本事業では、これらをそっくり利用しての

活用を提案している。 
 
■借り上げる家屋の条件 
・本事業の趣旨に賛同し、短期および中期滞在の宿泊「松江くらし体験」ができること 
・１戸建ての住宅で、一般生活ができる家財道具が揃っていること。それらを使用できる

こと。 
・利用者が生活するスペースが十分に確保され、貴重品や使えないもの（不用品など）は

置いていない。 
・松江暮らしの滞在がないときには、地域の交流サロンとして利用できること（特定多数

の人が家に入ることが可能） 
 
■借り上げ家屋 
奥谷ハウス 詳細は 20ページ 
内中原ハウス 詳細は 21ページ 
八束ハウス 詳細は 22ページ 
 



20 

＜奥谷ハウス＞ 
住所：奥谷町 163 

  
間取り：４ＬＤＫ（2階建て） 

リビング 9畳 キッチン６畳 和室 4部屋（7畳・6畳×3） 

  
洋室 風呂（追いだき可・シャワー有） トイレ（洋式） 

 

  
庭有・駐車場有（2台） 
所有者が近くに住んでいて、必要に応じて相談できる 
 
＜備え付けの家具類＞ 
◆リビング用品 
テレビ・ソファー・リビングテーブル・座卓 
◆キッチン用品 
冷蔵庫・ガステーブル・食器類・鍋調理器具・キッチンテーブル 
◆生活用品 
掃除機・ストーブ（2台石油・ガス）・エアコン 3台・扇風機・布団 2組 
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＜内中原ハウス＞ 
住所：内中原町 244-3 

  
間取り：６ＬＤＫ（平屋） 
ダイニングキッチン 8畳 和室 5部屋（8畳・6畳×3・4.5畳） 

   
洋室 1部屋（6畳） 風呂（追いだき可・シャワー有） トイレ（洋式） 

   
庭有・駐車場有所有者は近くにいない 
 
＜備え付けの家具類＞ 
◆リビング用品 
ソファー・リビングテーブル・座卓 
◆キッチン用品 
冷蔵庫・ガステーブル・食器類・キッチンテーブル 
◆生活用品 
掃除機・洗濯機・ストーブ（石油・ガス）・エアコン・鏡台・サイドボード・下駄箱・宅

内電話 
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＜八束ハウス＞ 
住所：八束町波入 199-1 

  
間取り：４ＬＤＫ（２階建） 

玄関 キッチン 10畳 和室 4部屋 
（8畳×2・6畳×2） 

洋室なし 風呂（追いだき可・シャワー有） トイレ（洋式） 
 

  
庭有・駐車場有 
所有者が近くに住んでいて相談できる 
＜備え付けの家具類＞ 
◆リビング用品 
テレビ・コタツ・リビングテーブル・座卓 
◆キッチン用品 
冷蔵庫・電子レンジ・トースター・ガステーブル・食器類・鍋調理器具・キッチンテー

ブル 
◆生活用品 
掃除機・ストーブ・エアコン・扇風機・ドライヤー・布団 
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■借り上げ家屋の家財確認リスト 
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②体験ツアー（短期・中期滞在）の実績 
■体験ツアー募集チラシ 
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■体験ツアー参加者 
本事業において、5組 12人の方が、松江暮らしを体験した。体験者は下記の通り。 

滞在者名 年代 滞在人数 滞在日 滞在ハウス 居住地 
木村氏＊ 70歳代 2人夫婦 10・11・12月 奥谷 横浜 
真先氏 30歳代 2人夫婦 12月 29日～1月 3日 内中原 千葉 
藤江氏 40歳代 4人 2夫婦 2月 12日～13日 奥谷 広島 
泉氏 60歳代 2人夫婦 1月 15日～18日 奥谷 千葉 
真先氏 30歳代 2人夫婦 1月 27日～2月 1日 八束 千葉 

＊木村氏は、本事業の実施以前から問い合わせがあり、実施中に 3 か月の長期滞在を希望
したため、本事業で借り上げた家屋に滞在してもらい、種々の意見をもらった。 
 
■参加者の感想 

3 か月滞在した木村氏へのヒアリングによる感想を掲載（参加者の感想は、利用した家、
期間・時期等によって異なるため、まとめはせず、すべて今後の参考意見として役立てて

いる） 
Ｑ１．今回の滞在を希望したきっかけ・動機はなんでしたか？ 
18 歳で松江を出て以来、ゆっくり帰る機会がなかったが、結婚40年を過ぎ娘が企画してく
れたため。場所が奥谷（子供の頃に高級住宅街というイメージ）だったこともあり、是非

と思った。故郷に対する思いが強くなっている。 
Ｑ２．松江に来るまでの、ＡＳＳ松江とのやりとりはスムーズでしたか？ 
ＡＳＳとのやり取りは娘がしてくれた。スムーズだったようである。ＡＳＳの物件を見つ

けたきっかけも娘がインターネットで発見したことから。 

Ｑ３．滞在した家についての感想をどうぞ 
・良かった点 
家も庭も広かったこと、水回りも入る前に直しておいていただいたことは良かった。 
周りも静かでよかった。 

・改善してほしい点 
冬に向けては暖房器具が用意してあると良い。テレビの映りが悪かった。 
布団にヤモリがいたり、入居して 10日ほどは、ホコリなどが気になり、ずいぶん清掃をし
た。（もっときれいにしておいてほしかった） 

・備え付けの生活財の過不足 
家財道具は用意していただいたようだが、自分たちが見落としており、包丁や鍋、フライ

パンは持ってきた。不足はないのでは？（暖房器具が必要） 

Ｑ４．ＡＳＳ松江（ＮＰＯ）や、大家さん、周囲の方のサポートはどうでしたか？ 
・相談したこと、教えてもらったこと 
大家さんに日常の相談をしていたが不在が多かった。相談内容としては「ゴミのだしかた」

や「おいしいパンやさん」などについて。 

観光情報などは行政（県・市）に行ったが対応が十分ではなく、結局、親戚や松江の友人

に聞いたりして県内（西は大田まで）を巡った。最初から親戚や友人に聞けば良かった。（大
家さんやＮＰＯにはあまり聞かなかった） 
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Ｑ５．滞在中の暮らしぶりについて教えてください。 
・どんなことをされましたか 
主に観光をゆっくりした。これまでにも松江にかえっているが通常は 1 泊 2 泊の予定で観

光などはできなかった。今回はゆっくりと観光することができた。ご主人様は釣りを、奥
様は琴を趣味としている。 

公民館行事（日帰り旅行：蒜山）にも飛び入りで参加させてもらって一番の思い出。 

・やりたいことをするために、支障になることはありましたか？（すぐにやりたいこと

ができましたか？） 
松江暮らしの楽しみについては、行政に聞いてもわからなかった。親戚・友人に聞いたり
してできた。東京の知人がイロイロと行き先や松江の知り合いを紹介してくれたが、中に
は病気などで会えない方もいた。どうしても会いたい人に会えなくて残念。 

・どんな情報が役に立ちましたか？ 
飲食店の情報が嬉しかった。おいしいパスタ屋がなくて残念。 

道がわからず人に聞くととても丁寧に教えてくれて人間性はとても良い。一方で行政の対
応が悪い。 

・松江暮らしをするのに、ほしかった情報、こんな情報があったらよかったと思うこと

はありますか？ 
島根半島の浦浦を巡ったが、日本海の風景が本当に綺麗。関東では松江などはまったく情
報がないので、情報を出していけば良い。 

1ヶ月でも良いとか、2泊 3泊からでも良いなどの情報も出してみてはどうか。行政レベル

で情報を出しては？旅行会社等を通じた情報発信も良いと思う。 

Ｑ６．今後、ＡＳＳ松江が、こういった空き家を活用した短期（中期）滞在を事業とし

て実施していくにあたって、サポートしてほしいことや、改善していくべきこと、要望

などのご意見をください。 
今後、料金の検討が必要。 

家によって様々な条件が違うので、対応が難しいと思う。旅館感覚で泊まる人、自由に使
える貸家として滞在する人など、利用者の意識によっても、さまざまな厳しい指摘をされ
る可能性はある。 

その他 
関西はわからないが関東には松江の情報はまったく届いてこない。情報を出すことが大事。 

山陰のツアーは高い！ 

松江滞在中に病院にも行ったが病院の対応はとても良かった。都会と比べてもとても良い。 

観光客相手の市内の店が 5時 6時で閉まるのはどうかと思う。 
 
■貸家家主の感想 
奥谷 
ハウス 

三島氏 家具等の処分が大変であった。家財道具をそのまま使うとはいっても、
かなり処分する必要があった。また、玄関の軒と水周りの補修が必要

であったが、100万円ほどかけて改修した。 
貸家の隣に住まいしているため、モニターの滞在中は、ごみの出し方

や観光地やイベント情報、買い物先、地域活動などの何かと相談にの

った。 
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内中原 
ハウス 

絹川氏 長期賃貸を希望しているが、まだ見つからず、家財道具もそのままに
してあるので、この事業に協力した。遠方に住んでいるため、家の管

理等もすべてＮＰＯに依頼。 
八束 
ハウス 

安部氏 仏壇があるため貸すことに躊躇したが、八束の街が大好きだった父の
家が、八束の街に貢献できれば、父も喜んでくれると思って協力する

ことにした。 
交流サロンで、多くの人が集まって楽しんでいることがうれしく、ど

んどん活用してほしいと思っている。 
 
 
３-４．交流サロン 
借り上げた家で、交流サロンを５回実施した。 
交流サロンをすることによって、地域住民が、その家に入ることは、家の様子もわかり、

また、その家を活用することにも関心を持つことによって、そこに滞在する人にも関心を

もって接することができるようになることを期待している。Ｕターン、Ｉターンで来た人

には、地域とのかかわりが重要であるため、その土壌を作る取り組みである。 
 
①しめ縄作り（奥谷ハウス） 
■日時 平成 21年 12月 7日（月）10：00～13：00 
■参加者 13名 
■内容 新年を迎えるために、しめ縄を手づくりしました。 
■講師 吉岡正樹氏、野津郁子氏 
■参加者の感想 しめ縄を自分で作ることができるのはうれしい。近所でこういうサロン

があると参加しやすい。 
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②干支作り（奥谷ハウス） 
■日時 平成 21年 12月 22日（火）13：00～16：00 
■参加者 9名 
■内容 22年の干支の寅のマスコットを作りました。 
■講師 沢田ツネ子氏 
■参加者の感想 先生が、事前に型紙をとってパーツを用意してくれたので、みんな上手

に完成。細かい作業も、がんばりました。かわいらしくて感激です。 
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③内中原地域交流会（内中原ハウス） 
■日時 平成 22年 1月 15日（金）10：00～13：00 
■参加者 12名 
■内容 東京からの来松者を囲んで、交流会を開催。 
■参加者の感想 来松者：地元の方々と交流して知りあいができると、心強い。今後、松

江暮らし体験をする人とも、ぜひこのような会をしてもらえるとよいと

思う。 
ＮＰＯメンバー：県外在住者との会合は、今後の活動にとっても有意義

であり、今後も来松者との交流会を続けていきたい。 

  
 
 
④第１回囲碁交流会（八束ハウス） 
■日時 平成 22年 1月 13日（日）10：00～16：00 
■参加者 20名 
■内容 八束地区、朝酌地区の仲間で囲碁交流会を開催 
■参加者の感想 普段公民館などでするのとは違って、ゆっくり楽しむことができた。Ｎ

ＰＯが、地域でこういった企画をしてくれて感謝している。 
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⑤八束地域交流会（八束ハウス） 
■日時 平成 22年 1月 22日（日）11：00～13：00 
■参加者 18名 
■内容 八束町の空き家調査に協力してもらった地区委員等に調査報告をし、意

見交換を行ったのち、交流会を実施。 
■参加者の感想 八束町だけでの話し合いではなく、ＮＰＯの、外部から見た意見が大変

参考になり有意義であった。 
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３-５．フォーラム 
■実施概要 

タイトル ：松江ゆったり滞在・ふるさと暮らしフォーラム 

～地域ぐるみで空き家を活用～ 

日時 ：2月 20 日（土）10：00～12：30 

会場 ：松江市総合福祉センター（千鳥町 70番地） 

主催 ：NPO 法人 ASS 松江 

後援 ：松江市 

協力 ：松江市中心市街地活性化協議会 

プログラム ：●挨拶（10 分） 

開会挨拶原顕夫（ASS 松江理事長） 

来賓挨拶松浦正敬（松江市長） 

●基調講演（40 分）「二地域居住と街づくり」 

講師渋谷和久（国土交通省国土計画局広域地方整備政策課長） 

●パネルディスカッション（90 分）「地域ぐるみで空き家を活用」 

パネリスト：渋谷和久（国土交通省国土計画局広域地方整備政策課長） 

安井春海（松江市都市計画部長） 

泉宏佳（東京双松会事務局長・東京松江会） 

安部ケイ子(八束町・貸家家主） 

原顕夫（ASS松江理事長） 

コーディネータ：久保里砂子（松江市中心市街地活性化協議会タウンマ

ネージャー） 

参加費 ：無料 

参加者 ：130 人 
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■フォーラムチラシ 
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■フォーラムの様子 
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■フォーラムの新聞掲載記事 
山陰中央新報（平成 22年 2月 25日）     読売新聞（平成 22年 3月 5日） 



35 

３-６．広報活動 
①ホームページリニューアル 
■リニューアルのポイント 
最新情報を更新しやすくすることを目的として、ホームページをリニューアルした 
■URL：http://www.ass-matsue.org/ 
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■サイトマップ 
トップ 

新着情報 
設立趣旨 
業務内容 

調査事業 
空き家活用事業松江暮らし支援 
貸家情報（短期・中期滞在） 
松江ゆったり滞在・ふるさと暮らし宿泊体験 
松江暮らしアクティビティ情報 

空き家活用事業交流サロン 
ハウス管理事業 
フォーラム等 

お問い合わせ 
 
 
②パンフレット作成 
■仕様 A４三つ折両面カラー刷り 
■5,000部作成 
＜外面＞ 
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＜内面＞ 

 
 
４．協力体制の構築 
①松江出身者との連携 
定住人口の促進には、松江出身で現在、東京や大阪、広島など他の地域で生活している

松江の出身者や、松江に暮した事のある人、親戚や知人がいる人、旅行等で松江が気に入

った人など、松江の縁者との連携をしっかり作ることが有効である。そこで、当NPOでは、
都市部の松江会や、学校の同窓会等との連携を促進していく。 
本年度事業においては、下記の団体と連携を図った。 

 
■連携先 
東京松江会、東京双松会（松江北高等学校卒業生会）、近畿松江会、広島松江会、広島工窓

会（松江工業高等学校卒業生会）、（岡山松江会アプローチのみ） 
 
■協力内容 
ⅰ）松江ゆったり滞在ふるさと暮らしニーズ調査（アンケート）のモニター協力 
ⅱ）体験ツアーのＰＲ、希望者の紹介 
ⅲ）事業への要望等意見交換 
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■次年度の連携：「交流・滞在促進パートナー」づくり 
本年度の連携をもとに、次年度は、松江会等、縁のある団体と、「交流・滞在促進パート

ナー」として連携を図っていく。具体的には、下記のような活動を依頼する予定。 
 
ASS松江「交流・滞在促進パートナー」としての活動 
ⅰ）ASS松江の活動（松江の空き家を活用した定住交流促進）の PR 

各団体の総会や通信網での会員へのご案内や、会員のネットワークで紹介できる関連

組織や個人に対して、当法人の活動を PR。パンフレットやチラシの配布、会合での説明
など。(必要に応じて、当法人のスタッフが参加します） 
ⅱ）松江での、ゆったり滞在・ふるさと暮らし希望者の紹介 

当法人が提供している、戸建ての住宅での松江暮らし希望者を紹介（義務は負わない）。 
ⅲ）ハウス管理希望者の紹介。 

松江に留守宅を保有していて、定期的なメンテナンス等を希望する人の紹介。（現在、

ハウス管理事業を検討中。ハウス管理をご希望の方と内容を相談して対応） 
ⅳ）松江ツアーの共同企画の検討 

都市部在住者の訪松のツアーの企画を検討し、実施。（宿泊は、ホテル・旅館も可能） 
ⅴ）当法人の事業充実のための意見交換会への参加 

年 1 回、都市部在住の皆さんとの意見交換会を実施。縁者の皆さんの松江への想いを
形にできるように、サポートできることを一緒に検討。 

 
②行政との連携 
地域の空き家対策や定住の促進、観光・交流促進のための、松江市、島根県の政策を補

完する形で、地域におけるきめ細かいフォロー体制を作っていくことが当法人の役割でも

ある。行政では難しい地域レベルでの情報共有やフォロー体制を構築し、新たな公として

の役割を担っていく必要がある。 
本事業において、下記の行政機関と連携を図った。 
・松江市都市計画部まちづくり推進課住宅政策係 
・松江市産業振興部定住雇用推進課 
・島根県東京事務所・日本橋しまね館 
・ふるさと島根定住財団 

 
③地域との連携 
本事業を進めるにあたり、地域の協力が重要であった。空き家調査では、町会・自治会

の役員等が、一緒に調査に回り、居住していない家に、時々誰かが帰ってきているのか、

ほとんど帰ってきていないのか、または、空き家になってどのくらいの年月がたっている
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のか、住んでいた時の様子など、可能な範囲で情報提供をしてもらった。こういったこと

は、地域のお付き合いがなければ知りえない情報であり、本来表に出るこのとのないもの

だが、地域のコミュニティを守るために必要な空き家対策として協力が得られた。一軒一

軒、空き家に入居してもらうためには、もっとも重要な情報であり、地域ぐるみの取り組

みが必要である。 
 
５．今後の課題と活動の方向性 
◆貸家の確保 
今年度借り上げた家屋 3軒のうち、奥谷ハウスは 4月から 3年間での入居が決まり、内
中原ハウスは、4月から 1か月の滞在が決まっている。また、八束ハウスにも、中期滞在の
希望がある。 
現在空き家になっている優良な家屋の家主に理解を求め、貸物件を作っていくことが最

大の課題だが、貸し易い条件の提示し、活用方法をオープンにすることによって、貸す意

思がない（そのままの状態で放置している）空き家のオーナーに、具体的な働きかけを行

っていく。 
空き家調査を市内全域に拡大することも検討していたが、調査が目的ではなく、空き家

を活用し入居を促進していくことを目的とするため、今後、他地域においては、地域と連

携して状態の良い空き家をリストアップし、効率的にアプローチしていく方向に転換。 
 
◆事業のＰＲ 
本事業では、松江の出身者や縁者を対象にしており、松江会や、学校の同窓会、松江の

関連団体に PRをし、「交流・滞在促進パートナー」を増やしていくことが課題。 
市内の小・中・高・大学の同窓会等にアプローチし、同窓会や冠婚葬祭の際に、少しゆ

ったり滞在することを提案していく。 
また、ホームページやチラシ等を活用しての PR活動に力を入れる。 

 
◆相談窓口の設置 
松江でのゆったり滞在・ふるさと暮らしを希望する方に対して、電話や FAX・インター
ネットでの相談の受付窓口を設置する。 
 
◆松江暮らしの支援 
短期・中期滞在者が、松江で暮らす間に必要な（求める）情報を得やすくなるように、

サポート体制を検討する。 
また、松江への Uターンや I ターンを検討している人には、観光情報やハレの体験だけ
ではなく、松江での日常の暮らしぶりを体験してもらうことが重要である。松江に暮らす

人の日常的な楽しみ・暮らしぶりを紹介する体験メニューや、紹介ビデオなどを作ってい
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く。 
また、充実した暮らしのためには、地域とのかかわりや活躍の場が求められており、地

域住民との交流会等での地域とのつながりを作るサポートも必要である。 
 
◆関連事業者等との連携およびすみ分け 
旅館業、不動産業とのすみ分けを明確にする。当 NPOの事業は、定住促進を目的とした、
松江でのお試し暮らしの体験の場の提供であり、空き家のオーナーに対しては、賃貸しを

促進するためのステップである。食事やその他のサービスを提供する旅館業とは対象や事

業内容が異なり、また、長期滞在の物件と探しているお客様に物件を紹介する業務でもな

い。松江暮らし体験に利用した家屋を利用者等が気に入って長期滞在を希望する場合や、

家主が長期賃貸物件として借主を探す意思を持った時には、不動産業者を介してまたは直

接賃貸契約を結んでもらい、当 NPOは介在しない。 
ただし、初めて家屋を賃貸にする家主には、信頼できる宅建事業者の紹介や、修繕業者

等の紹介などを行っていく。 
 
 
空き家の活用は、地域コミュニティ力を高め、安心して暮らせる地域づくりを目的とす

るものである。年に数回でも家族が帰ってくる家は、地域がそれを守る役割を担い、イザ

というときには連絡を取れる体制づくりが必要である。 
一方、だれも帰ることのない空き家は、何らかの形での活用を考えていく必要がある。

空き家になると建物の傷みも早く、空き家調査でも、住むためには相当の改修が必要な家

屋が多かった。 
空き家対策も、早期の対策が重要であり、それまで住んでいた人がいなくなった時に、「家

財道具を処分しなくても貸すことができる」「短期間でもよい」というな、家主が貸しやす

い条件で貸すことのできる受け皿が必要である。 
一方で、ふるさとを離れた松江の出身者や、松江に滞在したことのある人、友人知人な

どがいて松江に想いのある人など、松江の縁者が、松江に来やすくする方策も求められて

いる。 
当法人では、こうした実情を捉えて、行政や地域、都市部在住の松江の縁者等と連携し

て、マッチング・サポートを行い、松江の空き家の活用した定住促進、日本一暮らしやす

い街を目指して、活動を展開していきたい。 
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あとがき 
近年、国の構造改革に合わせて「新たな公」として、ＮＰＯ活動への期待も大きく、マ

スコミ等でも毎日のように様々な NPOの活動が紹介されております。私たちのＮＰＯ法人
ＡＳＳ松江は、昨年 8月に設立し、活動をスタートしました。 
今年度は、「松江ゆったり滞在・ふるさと暮らし」をテーマに国土交通省の支援を受け、

活動を行ってきました。 
この 1 年間の活動に対して、関係地域の役員の方々、貸家を提供くださった皆様、さら
に、東京、関西および広島方面の松江会役員の皆様にも大変なご協力ご支援をいただき感

謝申し上げます。最後に賛助会員の皆様、そして関係行政の方々のご支援ご協力に対し心

より感謝と御礼を申し上げます。 
 

ＮＰＯ法人ＡＳＳ松江 
理事長 原 顕夫 
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